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期待に胸ふくらませ新入学。
市内小・中学校の新入学生 438人が元気に学校生活をスタート。
４月９日、市内の小中学校で入学式が行われました。今年度から碧水、乙姫小
が統合して誕生した阿蘇小学校には、４３人の児童が入学し、元気に学校生活
をスタートさせました。
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「
自
家
用
車
が
あ
る
か
ら
、
公
共

交
通
が
無
く
て
も
困
ら
な
い
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
自
家
用
車
の
普
及
に
伴
い
、
公
共
交
通
に
頼
ら
な

い
生
活
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
阿
蘇
市
内
の
家
庭
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
家
用
車

を
所
有
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
め
ず
ら
し
く
な
く
、
ど

こ
へ
い
く
に
も
自
家
用
車
で
出
か
け
「
公
共
交
通
が

無
く
て
も
困
ら
な
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
確
か
に
運
転
の
で
き
る
方
に
と
っ
て
自
家
用
車
は

と
て
も
便
利
な
移
動
手
段
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も

や
高
齢
者
な
ど
運
転
の
で
き
な
い
人
は
、
公
共
交
通

が
な
け
れ
ば
移
動
が
制
約
さ
れ
、
不
便
な
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　　　　　　　　特集：みんな
で乗ろう、路線バス

　
自
家
用
車
の
普
及
に
よ
っ
て
、
路
線
バ
ス
の
利
用

者
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
最
大
の
要
因
は
自
家
用
車

の
普
及
で
す
が
、
他
に
も
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
路
線
バ
ス
な
ど
を
使
っ
て
通
勤
・
通
学
す
る
人

の
総
数
が
減
っ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
利
用
者
数
が

減
っ
て
い
ま
す

人
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利用者

●阿蘇市内の路線バス利用者推移

み ん な で 乗 ろ う、 路 線 バ ス
～市民の移動手段を守り未来へ引き継ぐために～

　電車やバスなどの公共交通は、通勤・通学や通院、買い物など
に利用され、私たち、特に高齢者や学生などにとって欠かせない
ものです。
　現在、阿蘇市の公共交通はたいへん厳しい状況にあり、今後維
持できるかどうかの分岐点にあるといっても過言ではありませ
ん。公共交通を維持してくためには多くの方の協力が必要です。
　大切な公共交通について、いま一度考えてみましょう。

特集　阿蘇市の公共交通事情
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路
線
バ
ス
の
利
用
者
が
減
る
と
「
利
用
者
が
減
る

→
赤
字
の
路
線
が
増
え
る
→
赤
字
路
線
か
ら
減
便
・

撤
退
→
バ
ス
の
便
数
が
減
る
→
不
便
に
な
る
（
利
便

性
低
下
）
→
さ
ら
に
利
用
者
が
減
る
」
と
い
っ
た
悪

循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。
廃
止
や
減
便
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
自
治
体
は
赤
字
の
公
共
交
通
に
補
助
金
を
支

出
す
る
な
ど
の
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　
し
か
し
な
が
ら
全
国
の
公
共
交
通
事
業
者
の
多
く

は
赤
字
が
続
き
、
や
む
を
得
ず
廃
止
や
休
止
に
な
る

ケ
ー
ス
が
全
国
で
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
路
線
バ
ス

は
全
国
の
事
業
者
の
う
ち
、
民
間
で
約
７
割
、
公
営

で
約
９
割
が
赤
字
と
な
り
、
毎
年
約
２
０
０
０
ｋ
ｍ

利
用
者
減
が
悪
循
環
を
生
む

（
北
海
道
稚
内
市
か
ら
鹿
児
島
市
の
距
離（
１
８
１
０

㎞
）
に
匹
敵
）
が
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　
阿
蘇
市
に
お
い
て
も
、
平
成
17
年
以
降
、
利
用
者

の
減
少
な
ど
か
ら
多
く
の
バ
ス
路
線
を
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
利
用
者
の
減
少
が
続

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
現
在
あ
る
路
線
さ
え
も
守
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

の
送
迎
を
頼
り

に
し
て
い
る
人

も
、
い
つ
ま
で

も
頼
れ
る
方
が

近
く
に
い
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

車
の
運
転
が
で

き
な
い
、
頼
れ

る
人
も
い
な
い
、

そ
ん
な
と
き
買

い
物
や
通
院
は

ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　
今
住
ん
で
い
る
地
域
に
将
来
に
お
い
て
も
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
日
常
生
活
に
必

要
な
公
共
交
通
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

■
環
境
問
題
（
地
球
温
暖
化
な
ど
）

　
地
球
温
暖
化
の
一
因
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
温
室

効
果
ガ
ス
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
代
表
的
な
も

の
が
二
酸
化
炭
素
で
す
。

　
人
や
物
が
移
動
す
る
こ
と
で
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
は
排
出
量
全
体
の
約
２
割
を
占
め
、
う
ち
約
９
割

は
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
は

一
度
に
大
勢
の
人
を
効
率
よ
く
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
自
動
車
に
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が

少
な
く
、
環
境
に
優
し
い
交
通
手
段
と
し
て
評
価
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
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60,000千円

65,000千円
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市補助金

●路線バスへの補助金推移

※�平成１８年が補助金のピークであり、以
後減少しているようにみえますが、この
間多くの路線が廃止され１路線あたりの
補助額は増加しています。

公
共
交
通
が

見
直
さ
れ
て
い
ま
す

　
こ
れ
ま
で
交
通
の
主
役
を
自
家
用
車
に
奪
わ
れ
て

い
た
公
共
交
通
で
す
が
、近
年
、様
々
な
理
由
に
よ
っ

て
そ
の
存
在
意
義
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

■
社
会
構
造
の
変
化

　
日
本
社
会
は
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
車
を
運

転
し
な
い
高
齢
者
は
更
に
増
加
し
て
い
く
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
核
家
族
化
や
共
働
き
家

庭
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
身
近
に
頼
れ
る
親
族
が
い

な
い
方
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
自
動
車
の
運
転
が

で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
交
通
弱
者
」
と
い
わ
れ
て

い
る
人
た
ち
の
移
動
手
段
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
自
家
用
車
で
生
活
交
通
の
ほ
と
ん
ど
を
賄

え
て
い
る
人
も
、
い
つ
か
は
車
を
運
転
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
近
所
の
方
や
親
戚
の
方
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●１人が１キロ移動した場合の二酸化炭素の排出量
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路
線
バ
ス
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

　
阿
蘇
市
に
路
線
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て
い

る
け
ど
、
ど
こ
へ
行
け
る
か
わ
か
ら
な
い
、
利
用
し
た

い
け
ど
乗
り
方
が
わ
か
ら
な
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
そ
こ
で
、
４
月
か
ら
路
線
毎
に
番
号
と
色

を
つ
け
て
、
ど
の
バ
ス
が
ど
の
ル
ー
ト
を
走
る
の
か
わ

か
り
や
す
い
表
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
に
乗
る
と
、

日
ご
ろ
何
気
な
く

通
っ
て
い
る
場
所

が
、
い
つ
も
の
景

色
と
違
っ
て
見
え

て
と
て
も
新
鮮
で

す
よ
。
ぜ
ひ
、
み

ん
な
で
路
線
バ
ス

を
活
用
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

番号 色 路線名 経路
1 赤 阿蘇市環状線  阿蘇駅 ⇒ 内牧 ⇒ 宮地 ⇒ 阿蘇駅
2 黄 阿蘇市環状線  阿蘇駅 ⇒ 宮地 ⇒ 内牧 ⇒ 阿蘇駅
3 青 内 牧 駅 線  阿蘇駅 ⇔ 内牧 ⇔ 内牧駅
4 紫 山　 田 　線  阿蘇駅 ⇔ 宮地 ⇔ 山田 ⇔ 内牧
5 オレンジ 阿蘇駅－内牧線  阿蘇駅 ⇔ 内牧
6 ピンク うぶやま環状線  宮地駅 ⇔ 笹倉 ⇔ 産山村 ⇔ 宮地駅
7 緑 阿蘇－杖立線  阿蘇駅 ⇔ 大観峰入口 ⇔ 杖立

○路線名と経路一覧

公共交通機関の必要性を考えてもらいたい。
　地域交通あり方検討会で議論していく中で、それまで
「空車ばかりが目立つ路線バスはもったいない」という
気持ちを抱いていましたが、路線バスに実際に乗ってみ
て、絶対に公共交通は残すべきだと、必要性を強く感じま
した。
　少子高齢化時代を迎え、これまで自家用車に頼り切っ
ていた人たちも、いずれは車を運転できなくなる状況が
必ずやってきます。また、災害など予想しえない状況に
なった時に、市民の交通手段を守るのは公共交通しかあ
りません。そういった現実的な面を市民一人ひとりが真
剣に考えてもらい、ぜひ多くの皆さんに路線バスを利用
してもらいたいです。

 ６５歳以上の方で、運転免
許証を自主的に返納した方
は、「免許返納割引乗車証」
を提示することでバスを半
額で利用できます。
取得方法など、詳しくは、
産交バス阿蘇営業所（☎
３４- ０２１１）へお問い合
わせください。

地域交通あり方検討会
元委員　長尾 章さん（北２区）

免許証返納で、
バスが半額で利用できます。

ご存知ですか？

▲一目でわかるバスの表示。

※詳しくは、別途配布しております「阿蘇市内路線バス時刻表」及び「阿蘇市路線バス案内図」をご覧ください。
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みんなで使って、みんなで支える。
　市民の生活を支えるうえで大切な「公共交通機関」は、通勤、通学、
買い物など自家用車の利用が増えた今も誰もが自由に活動するために
なくてはならないものです。
　今後、さらなる人口の減少や高齢化の進展が予想されており、公共
交通の果たす役割は益々大きくなっていきます。
　これまで、「公共交通機関」は事業者が中心となって支えてきました
が、これからは、市役所はもちろん、市民、商店街、企業、医療機関
など地域全体で支えていく新らしい時代に入っています。
　一人ひとりが地域や環境の将来を考え、公共交通の重要性を認識し

「みんなで使ってみんなで守る」という意識をもち行動することが求め
られています。

　問い合わせ　財政課 企画係　☎２２ ‐ ３２０４

地域に密着した、思いやりのあるサービスの提供を。

産交バス株式会社 阿蘇営業部
部長　緒方 信也さん

　全国的に少子高齢化が進展する中、バスご利用のお客様が減少し
ており阿蘇市においてもその点が課題となっています。
　一方、阿蘇市の路線バスには、車内外における人と人とのつなが
りや出会いが多くあり、他では味わうことのできない和やかな雰囲
気があります。また、バスの車窓から見渡せる大パノラマを堪能で
きることも阿蘇の魅力で、ぜひ楽しみながら乗っていただけたらと
思います。
　なお、4月から行き先をわかりやすくするために、路線ごとにバ
スの車体に番号表示をしたところ、利用者の方々から好評をいただい
ています。
　今後は、学校等に出向き定期券、乗車券類の紹介や販売促進を積
極的に行い、バス利用促進に努めてまいります。また、関係機関と
連携しバスの乗り方教室等を計画し、身近な乗り物として関心を
持っていただけたらと期待を寄せています。
　お客様を安心、安全、快適に目的地までお送りすことがバス事業
者の最大の使命であり、今後も親切、丁寧をモットーに地域住民か
ら必要とされる交通手段として思いやりのあるサービスを提供して
まいります。
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決
意
新
た
に
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

▼
阿
蘇
市
消
防
団
辞
令
交
付
式

阿
蘇
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
４
月
１
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
昇
任
者

や
新
入
団
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
団
長

を
務
め
ら
れ
た
古
澤
志
喜
男
氏
に
代
わ
り
、
髙
宮
隆
博
氏
が
新
た
に
団
長
に
就

任
。
女
性
消
防
団
員
１
名
を
含
む
新
入
団
員
69
名
を
迎
え
、
新
体
制
で
取
り
組

み
ま
す
。

阿蘇市消防団長
髙宮隆博氏（51）

職名 氏名
団長 髙 宮 � 隆 博 ※

副団長 梅 野 � 孝 徳 ※
副団長 楢木�野政一 ※
副団長 甲 斐 � 桂 史 ※
第１分団長 杉 本 � 真 也 ※
第２分団長 井 � 紀 仁 ※
第３分団長 宮 﨑 � 英 雄
第４分団長 藤 岡 � 周 治
第５分団長 白 石 � 忠 幸 ※
第６分団長 加 藤 � 雄 二 ※
第７分団長 岩 下 � 幸 秀 ※
第８分団長 橋 本 � 賢 也 ※
第９分団長 靏 林 � 英 樹 ※

第 10分団長 中 村 � 博 幸
第 11分団長 吉 良 � 敏 幸 ※
第 12分団長 秦 � 義 文
女性消防班長 今村�加奈子

※は新任。【平成 25年度消防団幹部】

　昨年の災害の教訓を生かし、梅雨時期を前
により一層の防災対策を講じるほか、年間を
通じた予防消防活動の充実を図りたい。また、
今回、女性消防団員数が減ったので、拡充を
図っていきたい。消防団に対してのご理解と
ご協力をお願いします。

Interview

新入団員を代表して宣誓する
山村明男さん（折戸）。

税
収
向
上
を
目
指
し
、

市
町
村
間
で
税
務
職
員
を
派
遣

▼
阿
蘇
郡
市
７
市
町
村
間
に
て
併
任
徴
収
協
定
を
締
結

阿
蘇
郡
市
７
市
町
村
の
税
収
向
上
及
び
滞
納
処
分
強
化
及
び
事
務
処

理
の
効
率
・
合
理
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
市
町
村
間

で
税
務
職
員
の
派
遣
を
行
う
併
任
徴
収
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
締
結
に

伴
い
４
月
11
日
、
阿
蘇
市
役
所
で
各
市
町
村
の
税
務
担
当
者
に
、
市
長
か

ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
共
同
で
の
滞
納
整
理
業
務
や
合
同
公
売
会
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲�市役所で行われた辞令交付式の様子。各市町村でも同様に辞
令が交付されました。

　併任徴収協定により平成 25 年度は、さらなる税収向上に
向け、滞納処分の強化を図っていきます。
　悪質な滞納者には、財産調査を実施の上、滞納処分（捜索・
動産差押え等）を行っていきます。
　納期限内での納付が困難になった場合はすぐに市役所税務
課までご相談願います。（問い合わせ　税務課☎ 22-3148）
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平
成
25
年
度
区
長

(

区
長
会)

新
体
制
決
ま
る

平
成
25
年
度
阿
蘇
市
区
長
会
総
会
が
４
月
12

日
、
阿
蘇
い
こ
い
の
村
で
開
か
れ
、
退
任
区

長
へ
の
感
謝
状
贈
呈
、
役
員
改
正
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
か
ら
区
長
会
長
に
大
倉
勝
弘
氏
（
小

里
区
）、
副
会
長
に
岩
下
經
之
氏
（
中
原
区
）、
阿
南

米
夫
氏
（
滝
水
区
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
各
行
政
区
の
区
長
及
び
区
長
会
役
員
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

町 １ 区 杉本�蘇助 古城3の1区 甲斐�照久 深 葉 佐藤�眞佐雄 下西黒川 小野�誠三
町 ２ 区 山部�公望 古城３の２区 古閑�恒則 西 小 園 小島�良邦 乙 姫 松岡�友秋
北 １ 区 松嶋�桂一 古城４区 井 � 征 雄 折 戸 緒方�光夫 黒川千丁 德 永 � 實
北 ２ 区 田嶋�英敏 古城５の１区 家入�秀生 宇 土 小山�忠男 永 草 永田�智昭
東 １ 区 寺川�守雄 古城５の２区 寺本�友信 浜 川 坂田�一雄 枳 橋本�保德
東 ２ 区 山口�義博 古城６区 和田�壽輔 鷲 の 石 山部�佳剛 赤 水 中村�敬一
東 ３ 区 井 � 重 徳 古城７区 坂梨�孝一 原 の 口 相坂�治幸 車 帰 山本�孝德
西 １ 区 岩下�一六 原 口 川添�洋吉 山 田 大田黒�元吉 狩尾１区 永富�久義
西 ２ 区 池部�芳明 上 井 手 井手�伸一 小 倉 阿部�竹史 狩尾２区 下村�善計
西 ３ 区 今村�清也 下 井 手 岩下�多男 西 小 倉 森本�榮二 狩尾３区 荒 井 � 安
古神１区 山 村 � 浩 中 原 岩下�經之 小 池 工藤�重行 跡 ヶ 瀬 中村�茂昭
古神２区 時 田 � 勲 西 井 手 本田�廣喜 黒 流 町 渡邊�今朝士 的 石 山内�政治
古神３区 林 � 董 上西河原 松田�征次 今 町 大和�政則 楢 木 野 森 � 新 一
分 １ 区 村山�誠也 下西河原 髙 宮 � 寧 下 の 原 北里�榮介 赤 仁 田 市原�惣士
分 ２ 区 村上�邦彦 上東下原 加久�欣治 新 村 黒川�一郎 小 園 丸山�正春
分 ３ 区 今村�政雄 下東下原 西村�勝弘 小野田町 和田�正次 小 地 野 橋本�幸生
塩 塚 髙橋�進一 西 下 原 駿河�義美 本 村 内田�和也 笹 倉 阿南�忠治
古 閑 髙木�逸美 片 隅 吉岡�正登 茗 ヶ 原 橋本�勝徳 坂 の 上 後藤�博德
神 石 市原�秋友 荻 の 草 井野�寿一 道 尻 川村�博文 大 道 藤井�貴美夫
福 岡 市原�鉄朗 舞 谷 中村�道哉 下役犬原 坂本�干城 立 塚 石田�敬信
上 町 吉田�精雄 内牧１区 永田�賢一 上役犬原 渡辺�哲二 横 堀 佐藤�日出生
東 仲 町 菅 � 晃 生 内牧２区 森 � 一 臣 西 町 家入�勝吉 遊 雀 上村�哲史
西 仲 町 石山�幸利 内牧３区 伊藤�武夫 竹 原 下村�和幸 中 道 武藤�正二
下 町 中川�武雄 内牧４区 今村�邦治 蔵 原 小野�孝行 山 崎 楢木野�隆康
桜 町 平岡�鑑善 内牧５区 野 口 � 保 東 黒 川 山本�忠志 仁 田 水 楢木野�信治
福 原 宮﨑�昭光 成 川 宮本�数廣 坊 中 坂田�良一 中 江 古澤�志喜男
馬 場 岩下�重雄 小 里 大倉　勝弘 南 黒 川 池田�文一 滝 水 阿南�米夫
豆 札 渡邊�靖昭 南 宮 原 山内�勝次 元 黒 川 倉本�健吉

各地区代表区長（役員）は
★のマークが目印。古城１区 市原�定義 湯 浦 大塚�幸矢 北 黒 川 江藤�幸輝

古城２区 渡邊�利徳 西 湯 浦 下田�英雄 上西黒川 宮本�和誠

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★
★

★

【平成２５年度区長一覧】 （敬称略）

４月１日に行われた
新任区長への辞令交
付の様子。今年度は
41 人が新たに区長に
就任しました。

　区長会総会で、区長会長に選任された
大倉区長は「皆さまのお力添えをいただ
きながら、行政区の代表として阿蘇市の
復旧、復興に向けて頑張っていきたい。」
とあいさつしました。 阿蘇市区長会長

大倉勝弘氏（70）
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの話題

1入場時の様子。在校生から祝福の拍
手で迎えられました。　2児童を代表
して伊藤照太さん（右）と藤本紗葵さ
んが「たくさんお話して、たくさん遊
んで仲良くなりましょう。小学校には
優しいお兄さんお姉さん、先生方がい
ます。困ったことがあったらなんでも
相談してください。」と歓迎の言葉を
述べました。

学校名 新 入 学
児童・生徒数

全児童・
生 徒 数 

宮地小学校 59 395
坂梨小学校 10 72
古城小学校 4 61
阿蘇小学校 43 265

阿蘇西小学校 19 103
尾ヶ石東部小学校 8 53

内牧小学校 51 334
山田小学校 2 48
波野小学校 10 63
（小学校）計 206 1,394
一の宮中学校 79 261
阿蘇中学校 138 413
波野中学校 15 43
（中学校）計 232 717

●新入学児童・生徒数

●寄贈品一覧
寄贈品 寄贈元

傘 阿蘇ライオンズクラブ
帽子 阿蘇一の宮ライオンズクラブ

交通安全腕章 阿蘇市
防犯ブザー 株式会社キューネット
ワッペン みずほフィナンシャルグループ他
防犯笛 日本マクドナルド株式会社

文具セット 阿蘇地区防犯協会連合会・阿蘇警察署
交通安全用品 熊本県トラック協会
防犯ブザー 阿蘇警察署

阿蘇小学校での校歌斉唱
の様子。体育館に新しい
校歌が響き渡りました。

１

２

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
。
新
入
学
お
め
で
と
う
！

　
　
市
内
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
４
３
８
人
が
新
入
学

　
阿
蘇
市
内
の
各
小
・
中
学
校
で
４
月
９

日
、
入
学
式
が
行
わ
れ
、
小
学
生
２
０
６

人
、
中
学
生
２
３
２
人
が
新
入
学
を
迎
え

ま
し
た
。

　
碧
水
、
乙
姫
小
が
統
合
し
て
新
た
に
開

校
し
た
阿
蘇
小
学
校
で
は
、
43
人
の
児
童

が
入
学
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で
体
育
館
に

入
場
す
る
と
、
在
校
生
や
保
護
者
ら
か
ら

温
か
い
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
原
山
昭
信
校
長
が
「
皆
さ
ん

が
入
学
し
て
く
る
の
を
皆
で
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
入
学
し
た
の
で
、

今
日
が
全
員
そ
ろ
っ
て
の
阿
蘇
小
学
校
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。」
と
、
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
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朝ごはんのテーマはその
名 も「the 復 活 」。1 食
1,000 円の朝ごはんは限
定数 100 食を超える注文
があり大盛況。八代市から
朝 5時に出発してきたと
いう家族 (写真下）は、「以
前から楽しみにしていた」
と、料理を堪能していまし
た。他にも「阿蘇の味を感
じられる。何度でも来た
い」という声も聞かれまし
た。

朝
ご
は
ん
を
求
め
て
大
盛
況
！

災
害
で
休
止
の
阿
蘇
マ
ル
シ
ェ
が
復
活

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
影

響
で
、
開
催
が
見
送
ら
れ
て
い
た
阿

蘇
マ
ル
シ
ェ
（
阿
蘇
市
民
農
園
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
主
催
）
が
４
月
７

日
、
約
９
か
月
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し

た
。
当
日
は
悪
天
候
に
よ
り
、
急
き

ょ
会
場
を
旧
乙
姫
小
学
校
に
変
更
し

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

催
し
の
目
玉
で
あ
る
「
朝
ご
は
ん
」

や
阿
蘇
の
特
産
品
を
目
当
て
に
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
会
場
は
賑
わ
い
を

見
せ
ま
し
た
。

　
朝
ご
は
ん
を
振
る
舞
っ
た
、
阿
蘇

料
理
維
新
の
会
会
長
の
漆
原
宏
氏
は

「
マ
ル
シ
ェ
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た

時
に
あ
の
災
害
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー

会場では、阿蘇の食材の香りが体育館中に漂っ
ていました。阿蘇マルシェは、毎月第一日曜日
に農村公園あぴか（雨天時は旧乙姫小体育館）
で開催しています。ぜひご来場ください。

道
の
駅
波
野
に
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

㈱
本
田
技
術
研
究
所
が
寄
贈

　
　
株
式
会
社
本
田
技
術
研
究
所
は
、
阿
蘇
地
域

の
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
の
充
実
を
図
る
た

め
、
道
の
駅
波
野
「
神
楽
苑
」
に
電
気
自
動
車
用

急
速
充
電
器
１
基
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
熊
本
県
と
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社

が
締
結
し
た
、「
実
証
実
験
に
関
す
る
包
括
協
定
」

の
一
環
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
本
田
技
術

研
究
所
の
新
井
康
久
専
務
は
、「
今
回
の
設
置
で
、
電
気
自
動
車
を
利

用
す
る
方
々
の
行
動
範
囲
も
広
が
る
。
た
く
さ
ん
の
方
々
に
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
20
分
ほ
ど
で
急
速
充
電
が
で
き
る
こ
の
充
電
器
は
、
道
の
駅
波
野
の

営
業
時
間
内
（
８
時
～
18
時
）
に
限
り
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

の
多
く
が
被
災
し
一
度
は
諦
め
か
け

た
が
、
メ
ン
バ
ー
の
熱
い
気
持
ち
で

復
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は

阿
蘇
市
全
体
で
も
っ
と
盛
り
上
げ
て

い
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
れ
ば
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。
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坂
梨
八
十
八
箇
所
を
地
域
お
こ
し
に

石
仏
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

一
の
宮
町
坂
梨
地
区
に
点
在
す
る
、
坂
梨

八
十
八
箇
所
の
石
仏
調
査
が
進
め
れ
ら
て
い
ま

す
。
調
査
し
て
い
る
の
は
、
市
の
文
化
財
保
護

委
員
を
務
め
る
中
川
竹
久
さ
ん
。

　
現
在
ま
で
に
、
53
箇
所
の
石
仏
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
地
元
の
方
に
も
そ
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
４
月
13
日
、
最
近
発
見
さ
れ
た
場

所
を
含
む
３
箇
所
の
石
仏
を
巡
り
ま
し
た
。

　
浄
土
寺
牧
か
ら
南
東
の
崖
下
に
、
昨
年
の
災

害
を
免
れ
祀
ら
れ
て
い
る
石
仏
を
見
学
し
た
参

加
者
は
「
こ
ん
な
場
所
に
祀
ら
れ
て
い
る
な
ん

て
」
と
、
驚
き
を
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。

　
石
仏
の
修
復
や
環
境
整
備
も
進
め
ら
れ
て
お

り
、
中
川
さ
ん
は
「
今
後
も
点
在
す
る
石
仏
を

調
査
し
、
石
仏
文
化
を
守
り
、
後
世
に
伝
え
な

が
ら
地
域
お
こ
し
に
活
用
し
た
い
」
と
、
意
欲

を
語
り
ま
し
た
。

1�四十ニ番の石像が祀られている浄土
寺牧付近の険しい山道を登る参加者
たち。昨年の災害で木々がなぎ倒さ
れており、必死で崖下まで登りました。

2�今回、新たに解明した二十一番の石
仏。この付近には二十二番の石像も
祀られています。

１

２

寄
贈
さ
れ
た
苗
木
を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に

第
38
回
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
㈱
熊
本
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
は
、
緑
化
活
動
の
一
環
と
し
て
実
施

す
る
第
38
回
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
古
城

４
区
「
古
城
ヶ
鼻
花
の
会
」（
志
賀
秀
一
会
長
）
へ
苗
木
を

贈
呈
し
４
月
４
日
、
市
役
所
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
環
境
保
全
・
緑
化
活
動
を
目
的
に
、
同
社

が
昭
和
62
年
か
ら
県
内
の
植
栽
活
動
を
す
る
団
体
に
寄
贈
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
、
災
害
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
同

会
へ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
１
５
０
本
を
贈
呈
。
緑
の
大
使

を
務
め
る
２
０
１
３
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
代

表
の
高
橋
有
紀
子
氏
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
苗
木
は
、
会
の
皆
さ
ん
が
黒
川
堤
防
沿
い
や
城
山
展
望
所

付
近
に
植
樹
。
志
賀
会
長
は
「
植
栽
に
よ
り
、
観
光
客
や
地

元
住
民
の
憩
い
の
場
に
な
れ
ば
」
と
、
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
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１

２

1��「地元のために市民として参
加しました」と、女性グルー
プで花見を楽しむ姿も。商店
街には 200 枚もの畳が並べ
られました。
2���阿蘇神社の横参道に並べられ
た雑貨等を物色する来場者。

連
日
賑
わ
い
を
見
せ
る
門
前
町
商
店
街

春
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う

　
水
基
巡
り
や
景
観
整
備
に
力

を
入
れ
、
今
や
市
内
有
数
の
集

客
地
点
と
な
っ
て
い
る
一
の
宮

町
門
前
町
商
店
街
で
は
、
春
の

恒
例
行
事
で
連
日
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。

　

４
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た

「
旅
す
る
蚤
の
市
。
in
阿
蘇
」

で
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
、
骨
董
品
や
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
雑
貨
、
グ
ル
メ
な
ど

を
楽
し
む
家
族
連
れ
な
ど
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
14
日
に
は
、
商

店
街
で
花
見
気
分
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と「
お
座
敷
商
店
街
」

を
開
催
。
今
回
は
、
昨
年
の
災

害
か
ら
の
復
興
の
願
い
を
込
め

て
、
来
場
者
が
一
斉
に
乾
杯
を

し
て
復
興
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
地
元
商
店
街
の
若
手
で
構
成

す
る
「
わ
き
ゃ
も
ん
会
」
代
表

の
岩
永
芳
幸
氏
は
「
地
元
住
民

と
観
光
客
が
一
緒
に
な
っ
て
行

っ
た
乾
杯
は
一
体
感
が
あ
り
、

復
興
に
対
す
る
思
い
を
共
有
で

き
た
。
今
後
も
様
々
な
企
画
を

し
て
、
復
興
に
向
け
て
元
気
を

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
語
り
ま
し
た
。

行
政
相
談
に
尽
力

小
嶋
暁
子
さ
ん
に
感
謝
状行

政
相
談

委
員
を
務

め
ら
れ
た

小
嶋
暁
子

さ
ん
（
黒

川
）
の
退

任
に
伴

い
、
総
務

省
熊
本
行

政
評
価
事

務
所
か
ら
行
政
相
談
に
尽
力
し
た
こ
と
を

称
え
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
年
11
ヶ
月
の
間
、
委
員
を
務
め
ら
れ

た
小
嶋
さ
ん
は
、
在
任
中
、
定
期
的
に
行

政
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
ほ
か
、

昨
年
９
月
に
開
設
さ
れ
た
災
害
特
設
行
政

相
談
所
に
も
相
談
員
と
し
て
参
加
し
、
積

極
的
に
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
４
月
22
日
、
市
役
所
に
て
総
務
省
熊
本

行
政
評
価
事
務
所
の
上
村
司
所
長
か
ら
小

嶋
さ
ん
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。



蘇
駅
ま
で
の
通
り
に
設
置
さ

れ
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
一

つ
一
つ
点
火
す
る
と
、
先
日
整

備
さ
れ
た
ば
か
り
の
色
鮮
や
か

な
噴
水
と
と
も
に
、
辺
り
は
幻

想
的
な
光
景
が
広
が
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
当
日
は
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園

空
間
博
物
館
主
催
の
春
の
坊
中

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
さ

れ
、
坊
中
地
区
全
体
が
賑
わ
い

を
見
せ
た
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

まちの話題

阿
蘇
を
世
界
農
業
遺
産
に
！

世
界
農
業
遺
産
を
考
え
る
集
い
in
阿
蘇

　

阿
蘇
を
世
界
農
業
遺
産
認
定
に
向
け

て
、
地
元
の
機
運
を
高
め
よ
う
と
、
阿
蘇

地
域
の
市
町
村
と
関
係
団
体
で
つ
く
る
阿

蘇
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会
主
催

の
集
い
が
４
月
10
日
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
約
１
４
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
平
成
14
年
に
始
ま
っ
た
世
界
農
業
遺
産

は
、
次
世
代
に
継
承
す
べ
き
農
業
景
観
等

を
有
す
る
地
域
を
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
認
定
す
る
制
度
で
、
国
内

で
は
新
潟
県
の
佐
渡
と
石
川
県
の
能
登
の

２
か
所
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
集
い
で
は
、
蒲
島
知
事
を
は
じ
め
同
協

議
会
の
委
員
で
あ
る
宮
本
健
真
氏
が
出

席
し
、「
阿
蘇
の

価
値
を
ど
う
表

現
す
れ
ば
経
済

的
価
値
に
つ
な

が
る
か
」
な
ど
、

認
定
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ

い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

幻
想
的
な
竹
あ
か
り
が
出
現

坊
中
地
区
で
桜
ま
つ
り

　
西
巌
殿
寺
で
行
わ
れ
た
阿
蘇

山
観
音
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
坊

中
地
区
で
４
月
13
日
、
桜
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
地
元
住
民
や

観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
地
元
有
志
で

つ
く
る
さ
く
ら
祭
実
行
委
員
会

が
主
催
す
る
も
の
で
、
坊
中
地

区
の
恒
例
行
事
と
し
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
催
し
で
す
。

　
今
回
も
、
様
々
な
模
様
が
施

さ
れ
た
手
作
り
の
竹
あ
か
り

が
、
境
内
の
石
段
か
ら
Ｊ
Ｒ
阿

少年の非行行為などの相談は「少年サポーター」へ！

　少年サポーターは、重大な非行の前兆となり得る不良行為等の問題行動を繰り
返す少年や、犯罪等の被害に遭った少年に対して訪問活動等を行い、悩みや相談
を受け継続的な指導や支援活動を行う制度です。
　阿蘇市では、髙宮正行氏が警察本部から委嘱を受け、平成 20年から少年サポー
ターとして活動しています。髙宮氏は「少年サポーターは、非行を未然に防ぐこ
とはもちろんのこと、社会復帰に至るまで少年の更生をサポートする役割も担っ
ている重要な仕事だと位置づけている。保護者から直接の相談も受け付けている
ので、悩んでいる方はぜひ連絡してもらいたい。」と市民に呼びかけています。
お悩みの方はご相談ください。　　　[問い合わせ ]髙宮☎ 090-2500-5024髙宮正行氏
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（
写
真
）
境
内
の
石
段
に
設
置
さ
れ
た
竹
あ
か
り
。



〒869-2223  阿蘇市竹原4-1 TEL 0967-34-0257
info@t-watanabekensetsu.com

昔ながらの生活で燻し磨かれた
古材の活用、和の趣を活かす。
古民家一級鑑定士
伝統資材施工士

いぶ

注文住宅
リフォーム

耐震診断

CITY TOPICS まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください！

ボーイスカウトがいよいよ阿蘇市に誕生します！

　ボーイスカウト阿蘇第１団の発足に向けて、急ピッチで準備が
進められています。
　県内において、ボーイスカウト組織がない場所で発足に向けて
活動を行う岡本光昭氏（熊本市在住）は、阿蘇地域での発足に向
けて昨年から準備を進めています。現在は、日本ボーイスカウト
連盟への承認申請の段階で、承認されれば正式に発足となります。
　岡本氏は「大自然が広がるこの阿蘇で、仲間と一緒に活動を楽
しみましょう」と、ボーイスカウトに加入を呼びかけています。
また、２０歳～４０歳までの指導者も併せて募集しているとのこ
とで、興味のある方は以下までお問い合わせください。
[問い合わせ ]　阿蘇第１団　佐久間☎ 090-1361-9846

市役所での表敬訪問の様子。
（写真左が岡本氏）
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広
告

歴
史
の
道
２
０
０
km
を
徒
歩
で
横
断

お
イ
ネ
さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
一
行
が
阿
蘇
市
に
来
訪

　
愛
媛
県
西
予
市
・
長
崎
県
長

崎
市
の
中
学
生
が
参
加
す
る
イ

ベ
ン
ト
「
女
医
の
道　
お
イ
ネ

さ
ん
ウ
ォ
ー
ク
Ⅲ
」
の
一
行
47

名
が
３
月
30
日
、
阿
蘇
市
に
到

着
し
ま
し
た
。

　
お
イ
ネ
さ
ん
は
幕
末
に
日
本

を
訪
れ
た
外
国
人
医
師
シ
ー
ボ

ル
ト
と
日
本
人
の
お
タ
キ
さ
ん

と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
で
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
長
崎
に
生
ま
れ

た
お
イ
ネ
さ
ん
が
シ
ー
ボ
ル
ト

の
高
弟
で
現
在
の
西
予
市
で
開

業
し
た
医
師
・
二
宮
敬
作
の
も

と
に
旅
す
る
行
程
約
２
０
０
km

を
徒
歩
で
横
断
す
る
も
の
で
す
。

　
旧
豊
後
街
道（
参
勤
交
代
道
）

を
歩
き
二
重
峠
か
ら
阿
蘇
市
内

に
入
っ
た
一
行
は
、
途
中
、
阿

蘇
神
社
に
立
ち
寄
っ
て
旅
の
安

全
を
祈
願
し
、
宿
泊
所
の
坂
梨

公
民
館
ま
で
を
横
断
。
４
月
３

日
、
無
事
に
ゴ
ー
ル
地
点
の
西

予
市
に
到
着
し
ま
し
た
。
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市役所からのお知らせ

身近な道路・河川を皆さんの手で美しく変えてみませんか？
「道路河川環境美化コンクール」

問い合わせ　建設課�管理係　☎２２－３１８７　お２２－３１８７

市
で
は
、
道
路
・
河
川
の
環
境
美
化
や
住
民

の
憩
い
の
場
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
本
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
日
頃
か
ら
道
路
・
河
川
・
水
路
の
美
化
活
動

を
行
わ
れ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●�

実
施
対
象　
地
域
生
活
に
密
着
し
た
す
べ
て
の

道
路
・
河
川
・
水
路
（
延
長
20
ｍ
ま
た
は
面
積

50
㎡
以
上
）

●�

実
施
内
容　
花
な
ど
の
植
栽
に
よ
る
環
境
美
化
等

●�
参
加
資
格　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
各
種
団
体

（
任
意
の
団
体
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

●
参
加
締
切　
６
月
14
日
金　
午
後
５
時
ま
で

●�

審
査　
７
月
か
ら
10
月
初
旬
に
か
け
て
管
理
状

況
・
見
栄
え
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

●
表
彰　

▼
最
優
秀
賞
（
１
点
）　
賞
金
５
万
円

▼
優
秀
賞
（
２
点
）　　
賞
金
２
万
円

▼
佳　
作
（
５
点
）　　
賞
金
１
万
円

※�

入
賞
者
に
は
、
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
「
広

報
あ
そ
」
で
紹
介
し
ま
す
。

●�

そ
の
他　
事
故
等
の
責
任
及
び
参
加
に
関
す
る

全
て
の
費
用
は
、
参
加
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
花

等
の
種
子
・
苗
代
に
つ
い

て
は
、
少
々
で
は
あ
り
ま

す
が
助
成
が
あ
り
ま
す
。

募　集

6 月 1 日は、人権擁護委員法が施行された日。
人権擁護委員の紹介と、特設人権相談所のご案内
問い合わせ　人権啓発課　☎２２－３２０６　お２２－３２０６

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
で
す
。

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
毎
年
６
月

１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の

日
を
中
心
と
し
て
特
設
の
人
権
相
談
所
を
開
設
す

る
等
、
一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
阿
蘇
市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

●
と
き　
６
月
３
日
月

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●�

と
こ
ろ　
阿
蘇
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

会
議
室(

役
犬
原)

●�

相
談
内
容　
▼
家
事
問
題(

相
続
、
離
婚
、
親

子
関
係
な
ど)

金
銭
問
題
▼
登
記
の
手
続
き
▼

い
じ
め
▼
差
別
等
や
心
配
ご
と
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局　

　
☎
０
９
６
‐
２
９
３
‐
２
２
７
２

相　談

氏 名 行政区
佐 藤 和 夫 竹 原
岩 瀬 國 興 横 堀
菅 　 光 子 古城７区
鎌 倉 善 光 狩尾３区
和 田 七 男 北 ２ 区
池部眞智子 西 ２ 区
家 入 絹 代 内牧２区
佐 伯 省 五 山 田

※�相談は無料で、秘密は守られま
す。お気軽にご相談ください。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　国語のじゅぎょうをがんばりたいです。　　（阿蘇西小３年・中村竜

りゅうせい
星）
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市民の皆さまへ、大事なお知らせや制度などを紹介するコーナーです。
お問い合わせは各担当課までお気軽にどうぞ。（おはお知らせ端末の番号）City�information

障がい者が所有する軽自動車税の減免を
希望される方は忘れずに申請を。５月２４日金まで。
問い合わせ　税務課�市民税係　☎２２－３１４８　お５５－３１４８

障
が
い
者
が
所
有
し
、

使
用
す
る
軽
自
動
車

等
に
つ
い
て
、
軽
自
動
車
税

を
減
免
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
障
が
い
者
が
障
が
い
を

克
服
し
、
積
極
的
な
社
会
参

加
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
税
制
上
特
別
の
配
慮
を
加

え
た
も
の
で
す
。

�
減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自

動
車
等
に
該
当
し
、
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
申
請
に
必
要
な
書

類
を
ご
確
認
の
う
え
、
５
月

24
日
金
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

●
手
続
き
方
法

�　
申
請
に
必
要
な
書
類
を
添

え
て
、５
月
24
日
金
ま
で
に
、

本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
係
の
窓
口
に
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
期
限
以

後
の
申
請
は
受
理
い
た
し
か

ね
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
度
に
減
免
を

受
け
ら
れ
た
方
で
あ
っ
て
も

お
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申　請

身体障がい者等で
歩行が困難な方等に対して

公益のために使用する
軽自動車等に対して

身体障がい者等の
ために使用する軽
自動車等に対して

所有者 身体障害者等
社会福祉法第２条第２項第１号か
ら第５号までに掲げる第１種社会
福祉事業を行う社会福祉法人（使
用者である場合を含む）

特に問わない

運転者 身体障害者等 生計同一者 常時介護者 特に問わない 特に問わない

使用目的 特に問わ
ない

身体障害者等の通院、
通学、通所、生業等
の用に供されるもの

利用者の移送及び利用者に対
する供与物品の輸送に供する
もの

身体障害者等の利
用に供されるもの

用途及び構造 自家用 自家用・事業用は問わない

車椅子の昇降装
置、固定装置又は
浴槽を装着する等
特別の仕様により
製造されたもの　
自家用・事業用は
問わない

減免台数
身体障害者等１人につき、自動
車（普通小型）、軽自動車を通
じて、いずれか１台に限る

特に台数の制限はない 特に台数の制限は
ない

申請書 ○ ○ ○ ○ ○
印鑑 ○ ○ ○ ○ ○

自動車検査証 ○ ○ ○ ○ ○
身体障害者手帳（原本）、

療育手帳又は精神障害者保
健福祉手帳（原本）

○ ○ ○ 1)�社会福祉施設設立届出書の
写し
2)�定款（若しくは定款変更認
可書）の写し
3) 自動車運行状況書
4)�写真（前、後、横、構造変
更部分）

写真（前、後、横、
構造変更部分）

運転免許証 ○ ○ ○
生計同一証明書 ( 注１) ○

常時介護証明書 ○
通院証明書　通学・通所証

明書　生業等の証明書 △ △

●減免の対象となる軽自動車等と申請に必要な書類　（○ ･･･ 必要　△ ･･･ 該当する場合に必要）

（注１）生計同一世帯証明書…身体障害者等と日常生活の資を共通している同居の親族（配偶者、血族６親等以内及び姻族３親等以内）でない場合に必要です。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　本をたくさん読んで、ことばをおぼえるようにがんばります。（阿蘇西小３年・山本菖

あやめ
媛）
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市役所からのお知らせ

5 月 12 日は、民生委員・児童委員の日です。

問い合わせ　福祉課�総合福祉係　☎２２－３１６７　お５５－３１６７

５
月
12
日
は
、「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」
で
す
。
こ
れ
は
、

１
９
１
７
年
（
大
正
６
年
）
５
月
12
日
に

民
生
委
員
制
度
の
起
源
と
な
る
済
世
顧
問

制
度
が
岡
山
県
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
福
祉
に
関

す
る
相
談
を
受
け
、
問
題
を
解
決
で
き
る

機
関
の
紹
介
や
高
齢
者
や
子
ど
も
の
見
守

り
な
ど
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
は
、
主
任
児
童
委
員
を

含
む
86
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
相
談
内

容
や
個
人
情
報
な
ど
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
困
っ
た
こ
と
や
心
配
ご
と
が
あ
る

と
き
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
お
知
り
に
な
り
た
い
場
合
に
は
、
福
祉

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

案　内

歯の健康を維持して豊かな人生を。
フッ素塗布券の利用と 8020 健診のお知らせ

問い合わせ　一の宮保健センター　☎２２－５０８８　お５５－５０８８

●
対
象
者　
満
１
歳
か
ら
４
歳
の
子
ど
も

●
料
金　
１
０
０
円

●�

持
参
物　
既
に
お
送
り
し
ま
し
た
フ
ッ
素
塗
布
券

と
塗
布
カ
ー
ド
、
母
子
手
帳
（
も
う
す
ぐ
１
歳
健

診
で
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
）

※�

阿
蘇
市
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
塗
布
券
を
受
領
し

て
い
な
い
方
は
上
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

案　内

民生委員・児童委員の
7つのはたらき

１　社 会 調 査
２　相 談
３　情 報 提 供
４　連 絡 通 報
５　調 整
６　生 活 支 援
７　意 見 具 申

フ
ッ
素
塗
布
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
者　
満
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
方

●
料
金　
無
料

●�

診
査
期
間　
５
月
20
日
月
～
31
日
金
ま
で

　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
曜
を
除
く
）　

※�

８
０
２
０
達
成
者
に
は
、
阿
蘇
郡
市
歯
科
医
師
会

よ
り
賞
状
及
び
記
念
品
、
阿
蘇
市
よ
り
８
０
２
０

認
定
証
を
お
贈
り
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
受
診
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

８
０
２
０
歯
科
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

医療機関名 電話
田代歯科医院 ３４－１７７１

市原歯科クリニック ３２－３８２８
武藤歯科医院　 ３２－００２７
安光歯科医院 ３４－０６０３

佐藤歯科クリニック ２２－５１３１
宇治歯科医院 ２２－０２１４
そのだ歯科医院 ３２－１４１８
たかもり歯科医院 * ２２－５５８８
阿蘇温泉病院 ３２－０８８１
波野診療所 ２４－２２０３

●右記の診察ができる医療機関一覧

* フッ素塗布のみ。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　足がすごくすごく早くなるようにがんばります。　　（阿蘇西小３年・岩村萌

もえか
珂）



離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１０５０円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）
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市民の皆さまへ、大事なお知らせや制度などを紹介するコーナーです。
お問い合わせは各担当課までお気軽にどうぞ。（おはお知らせ端末の番号）City�information

食生活改善推進員養成教室に参加してみませんか？

阿
蘇
市
食
生
活
改
善
推
進

員
の
養
成
を
主
に
し
た

教
室
で
す
。
食
生
活
改
善
推
進

員
の
方
々
を
対
象
に
開
催
し
て

い
る
研
修
会
に
一
緒
に
参
加
し

て
単
位
を
取
得
し
て
い
た
だ
く

方
法
と
な
り
ま
す
。

　
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
５
月

31
日
金
ま
で
に
、
ほ
け
ん
課
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
体
や
生
活
習
慣
病
の

こ
と
を
学
習
さ
れ
た
い
方
へ
は

住
民
健
診
結
果
等
を
も
と
に
結

果
報
告
会
や
訪
問
等
で
個
別
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募　集

●日程表

問い合わせ　一の宮保健センター　☎２２－５０８８　お５５－５０８８

回 学　習　内　容 一の宮支部 阿蘇支部 波野支部

学習 1

●食生活改善推進員とは
●生活習慣病予防　　　
● 持参品 : 筆記用具、エ

プロン、米 1 合

6 月 20日木
10:00 ～ 13:00( 予定 )
一の宮保健センター２階

6 月 21日金
10:00 ～ 13:00( 予定 )
農村環境改善センター

6 月 19日水
10:00 ～ 13:00( 予定 )
波野保健福祉センター

学習 2
●血管変化の予防をしよう
● 持参品 : 筆記用具、エ

プロン、米 1 合

7 月 18日木
10:00 ～ 13:00( 予定 )
一の宮保健センター２階

7 月 19日金
10:00 ～ 13:00( 予定 )
農村環境改善センター

7 月 17日水
10:00 ～ 13:00( 予定 )
波野保健福祉センター

学習 ●生活習慣病予防（健診）体の状態を知るために特定健診を受けましょう。
※住民検診日程表をご確認ください。　　

学習

● 生活習慣病予防のため
のポイント

● 【結果報告】血管の状
態の確認

国保の方は、健診結果報告会に参加して健診結果から自分の体の状態を確
認しましょう。※結果報告会の日程をご確認ください。

学習 3

● 体を守るために～血液
と食品～

● 持参品 : 筆記用具、エ
プロン、米 1 合

2 月 20日木
10:00 ～ 13:00( 予定 )
一の宮保健センター２階

2 月 21日金
10:00 ～ 13:00( 予定 )
農村環境改善センター

2 月 19日水
10:00 ～ 13:00( 予定 )
波野保健福祉センター

※�学習会に 20時間程度の出席で入会が可能となります。どの支部でも受講できますので、学習 1～ 3各１回ずつご出席ください。
※日時、内容等は都合により変更する場合もありますのでご了承ください。

広
告

《�テーマ：チャレンジ！》　
　ピアノとけんばんを、きれいな音でひけるようにします。　　（阿蘇西小３年・栁川　凜

りん
）



自
動
車
税
の
納
付
は
５
月
31
日

ま
で
に
！

　
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
を
５
月
初
め
に
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　
納
期
限
の
５
月
31
日

金
ま
で
に
、
お
近
く
の

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
熊
本
県
の
各
広
域
本
部
、
各
地

食
肉
に
よ
る
Ｅ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
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県
税
の
税
務
組
織
及
び
収
税
業
務

に
係
る
管
轄
等
が
変
わ
り
ま
す
！

　
熊
本
県
で
は
、
税
務
業
務
の
専
門

性
の
向
上
を
図
り
、
公
平
・
公
正
で

信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
を
推
進
す
る

た
め
、
４
月
１
日
か
ら
熊
本
県
税
事

務
所
及
び
各
地
域
振
興
局
税
務
課
を

４
つ
の
広
域
本
部
（
県
央
、
県
北
、

県
南
、
天
草
）
に
再
編
し
ま
す
。

　
再
編
に
伴
い
、
県
税
の
収
税
業
務

（
窓
口
業
務
を
除
く
）
に
係
る
管
轄

が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
な
お
、窓
口
業
務
（
県
税
の
収
納
、

納
税
証
明
書
の
発
行
等
）
は
、
各
広

域
本
部
の
他
に
、
従
来
ど
お
り
各
地

域
振
興
局
総
務
振
興
課
及
び
自
動
車

く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ�ソコンから　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/
携�帯電話から　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶�https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶�https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　�http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

お・・・お知らせ端末の電話番号
例本庁(総務課)�:55-3111又は56-3111

人の動き（H25.3 .31現在)

人口 28,244�人 (前月から  95人　�)
男 13,316�人 (前月から��56人　)
女 14,928�人 (前月から  39人　)

世帯数 11,178�戸 (前月から  10戸　)

お
　
知
　
ら
　
せ

税
事
務
所
で
も
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
北
広
域
本
部　

▼
収
税
課

　
☎
０
９
６
８
‐
２
５
‐
４
２
７
２

▼
課
税
課

　
☎
０
９
６
８
‐
２
５
‐
４
１
２
４

本庁(総務課)        ☎22-3111 お55・56
（情報管理室） ☎22-3253 お55
財政課 ☎22-3204
税務課　　　　 ☎22-3148 お55・56
内牧支所　　　 ☎32-1111 お55・56
波野支所 ☎24-2001 お24
市民課　　 ☎22-3135 お55
（消費生活センター） ☎22-3364 お55
人権啓発課　　 ☎22-3206
福祉課 ☎22-3167 お55～57
ほけん課　 ☎22-3145 お55・56
（保健センター） ☎22-5088 お55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
観光まちづくり課 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
住環境課　　　 ☎22-3169
水道課 ☎22-3196
教育課 ☎22-3229
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239

域
振
興
局
（
但
し
、
鹿
本
に
つ
い
て

は
山
鹿
市
役
所
内
）、
自
動
車
税
事

務
所
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

【
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
自
動
車
税
の

税
額
が
増
減
さ
れ
ま
す
】

　
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、
排
気
ガ
ス

や
燃
費
性
能
が
優
れ
た
環
境
負
荷
の

小
さ
い
自
動
車
（
新
車
）
は
登
録
の

翌
年
度
の
自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ
、

一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷
の

大
き
い
自
動
車
は
自
動
車
税
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

＊�

平
成
25
年
度
に
自
動
車
税
が
加
算

（
約
10
％
）
さ
れ
る
自
動
車

▼ 

ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車　
平
成
12

年
３
月
31
日
以
前
の
登
録
の
も
の

▼ 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車　
平
成
14
年
３
月

31
日
以
前
の
登
録
の
も
の

　
豚
レ
バ
ー
や
シ
カ
肉
、
イ
ノ
シ
シ

肉
の
生
食
が
原
因
で
「
Ｅ
型
肝
炎
」

を
発
症
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
毎

年
、
複
数
例
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
屋
外
で
食
事

す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
が
、
ご

自
身
で
肉
を
調
理
し
喫
食
す
る
場
合

は
、
以
下
の
注
意
が
必
要
で
す
。

▼  

肉
（
内
臓
を
含
む
。）
は
決
し
て

生
で
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

中
心
部
ま
で
火
が
通
る
よ
う
、
十

分
に
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

63
℃
で
30
分
間
と
同
等
以
上
の
熱

処
理
で
、
Ｅ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は

感
染
力
を
失
い
ま
す
。

▼ 

生
の
肉
類
と
加
熱
済
み
の
肉
類
は

分
け
て
取
扱
い
ま
し
ょ
う
。
取
り

扱
う
箸
や
皿
も
区
別
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

　
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
３
９



く ら し の 情 報

阿
蘇
市
の
行
政
相
談
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
こ
の
た
び
、
阿
蘇
市
で
は
次
の
方

が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
行
政
相
談
委
員

法
と
い
う
法
律
に
基
づ
き
、
行
政
運

営
の
改
善
等
に
熱
意
を
有
す
る
方
に

委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
住
民
の
皆
様
の

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
行
政

の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
な

ど
を
直
接
受
け
付
け
、
住
民
と
行
政

の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
そ
の
解
決
・

実
現
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
相
談
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
右
記

の
行
政
相
談
委
員
、
ま
た
は
総
務
省

熊
本
行
政
評
価
事
務
所
（
☎
０
９
６

‐
３
２
４
‐
１
６
６
２
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

若
い
方
の
お
仕
事
探
し
を
お
手

伝
い
し
ま
す
！

熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
応
援

事
業
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
習
」

　
熊
本
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

応
援
事
業
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
の
方
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
就
労
安
定
と

キ
ャ
リ
ア
の
安
定
を
目
指
し
、
繰
り

返
し
受
講
や
途
中
参
加
も
可
能
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
い
ま
す
。
受

講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
は
無
料
で
す
。

●
実
施
開
場　
内
牧
支
所

●
講
座
内
容
と
日
程

▼
パ
ソ
コ
ン
初
級 

　
７
月
８
日
月
～
10
日
水

▼
パ
ソ
コ
ン
中
級 

　
７
月
30
日
火
～
８
月
１
日
木
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里
親
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集 募

集
・
講
習

　
里
親
制
度
は
、
児
童
福
祉
法
に
基

づ
い
て
里
親
登
録
を
さ
れ
た
方
に
、

子
ど
も
の
養
育
を
委
託
す
る
制
度
で

す
。
熊
本
県
で
は
、
里
親
に
な
っ
て

下
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
里
親
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
４
４
５
１

▼
就
労
支
援

　
８
月
８
日
木
～
９
日
金

●
定
員　
各
10
名

●
資
格
取
得　
熊
本
市
会
場

　
平
成
26
年
１
月
20
日
月

※ 

通
所
が
困
難
な
場
合
は
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
も
あ
り
ま
す
。

● 

お
問
い
合
わ
せ　
ひ
と
り
親
家
庭

支
援
事
務
所（
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

　
☎
０
９
６
６
‐
２
２
‐
１
８
０
０

北
部
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
「
が
ま
だ
す
」
障
が
い
者
巡
回
相
談

相

談

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
家
族
・
関
係

機
関
の
方
々
に
対
し
て
の
就
業
及
び

そ
れ
に
伴
う
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用

さ
れ
る
・
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
の

方
の
支
援
相
談
も
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

▼ 

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
・

関
係
機
関
の
方
々

▼ 

障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用
さ
れ

る
・
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業
所
の

方
々

●
相
談
内
容

①
就
業
及
び
そ
れ
に
伴
う
生
活
支
援

②
事
業
所
に
対
し
て
の
支
援
制
度
な
ど

●
相
談
日

　

 

５
月
21
日
火
か
ら
平
成
26
年
３
月

18
日
火
ま
で
の
期
間
で
毎
月
第
３

火
曜
日

●
相
談
時
間

　
毎
回　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

● 

相
談
場
所　
阿
蘇
市
役
所
２
階
会

議
室
（
都
合
に
よ
り
会
場
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ

　

 

熊
本
県
北
部
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー　
「
が
ま
だ
す
」

　
☎
０
９
６
８
‐
２
５
‐
１
８
９
９

　
阿
蘇
地
域
振
興
局
１
階
に
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
就
職
に
関
す
る
ご

相
談
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
方

▼ 

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
方
又
は
保

護
者
の
方

▼
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の
先
生
方

●
お
手
伝
い
の
内
容

▼ 

就
職
に
関
す
る
相
談
▼
出
張
相
談

▼
求
人
に
関
す
る
情
報
提
供
・
開
拓

▼
職
業
適
性
診
断　

● 
相
談
時
間　

 

平
日
午
前
10
時
～

午
後
５
時（
土・日・祝
祭
日
は
休
み
）

●
問
い
合
わ
せ　

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
阿
蘇
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
２
‐
８
１
７
８

小
野
眞
由
美（
新
任
）

☎
３
２
‐
２
８
１
２
阿
蘇
地
区

塚
本
武
敏　
（
新
任
）

☎
２
２
‐
１
４
３
７
一
の
宮
地
区

佐
藤
義
勝　
（
再
任
）

☎
２
４
‐
２
２
１
９

波
野
地
区

《�テーマ：チャレンジ！》　
　本をたくさん読みます。　　（阿蘇西小３年・川上未

み う
羽）
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阿蘇ｄｅスイーツめぐり

広
告

　おかげ様で大好評！阿蘇市のオススメのスイーツが
大集合のイベント「阿蘇ｄｅスイーツめぐり」のシー
ズン3が装いも新たに４月からスタートしました。チ
ケット１枚で各店舗の自慢の逸品１点と引き換えがで
きます。参加店舗も前回より２店舗増え、阿蘇市内の
お店２３店舗です。
　ぜひこの機会に、ご家族、お友達等とご一緒に参加
店舗を巡って、各店舗自慢の逸品をご賞味ください。

新商品

4月1日（月）　▶　9月30日（月）とき

500円　（３枚綴り）料金

販売 道の駅阿蘇、阿蘇インフォメーションセンター、
一の宮インフォメーションセンター、女将カフェ、はな阿蘇美等
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[�参加店舗 ]おかみカフェ、ＭＩＹＵＫＩ、お菓子な本屋さん井野書店、グルメな酒屋さん高
野商店、菓舗よしなみ、菓匠　久幸堂、親子カフェＳａｉ、モンテ内牧、渡辺万十、はな阿蘇美、
パン工房豆の木、菓心なかむら、森万十、菓舗さとう、阿蘇お菓子工房たのや、古木家Ｃ '
ａｆｅ、柑七、豆の匠、武双庵、華かずら、阿蘇天然アイス、木村豆腐店、後藤万十店

MIYUKI

渡辺万十

古木家

菓心なかむら

菓舗よしなみ

菓舗さとう

親子カフェＳａｉ

《�テーマ：チャレンジ！》　
　サッカーをみんなにおいこされないようにします。　　（阿蘇西小３年・山田凱

がいと
斗）
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「光陰矢の如し」「日進月歩」
と、月日が過ぎるのは早

いものです。
　市民会議は、試行錯誤しながら
7年目を迎えております。幼いこ
ろから親の姿を見て育つ子どもた
ち。親がしっかりと学ぶ「親の学
びプロジェクト」をしっかりと展
開してまいります。
　青少年がのびのびと健やかに成
長することはすべての大人の願い
であります。それを現実可能なも
のにするために、子どもが育つ第
一の場～家庭、第二の場～学校、
第三の場～地域社会が相互連携を
図り、誰でも参加できる地域ぐる
みの取り組みを進めていくことが
必要と思われます。
　1966年 5月に「伸びよう伸
ばそう青少年」を合言葉にスター
トしたのが青少年育成国民運動で

す。これを機に私ども阿蘇市にお
いても各種団体、機関、地域住民
の参加と協力を得て、青少年の健
やかな成長と非行防止のための
「阿蘇市青少年健全育成市民会議」
を設立し、現在に至っております
が、なかなかこの名称が市民の皆
様に浸透してまいりません。一刻
も早く市民の皆さまに名が知れる
ことを考え、この長い名称の愛称
を募集したところ、このほど愛称
が決定しました。

『ユースネット「育成」』
　子どもたちを地域ぐるみで育
て、育むことを意味します。阿蘇
の草原に子ども達が大地を踏みし
め太陽に向かって伸びていく姿を
現しています。そして、スタッフ
ジャンパーを作成し、皆様と共に
子どもたちの健全育成並びに非行
防止に取り組んでまいります。
　皆様の温かいご支援、ご協力を
賜りますようよろしくお願い申し
上げます。

「育成」の文字が特徴
のユニフォーム。緑
色は阿蘇の草原を表
現しています。

阿蘇市青少年健全育成市民会議
会長　安部武夫

～子どもの健全育成と非行防止を目指して～
新しい愛称が決定！　ユースネット「育成」

阿 蘇 市 青 少 年 健 全 育 成 市 民 会 議

広
告
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《�テーマ：チャレンジ！》　
　国語のテストをがんばります。　　（阿蘇西小３年・井上優

ゆ ら
来）
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阿 蘇 の　　 ご よ み花２０１３
～ 阿 蘇 の 春 は 花 ざ か り ～

　今年も阿蘇の四季を美しく彩る花々をテーマに、多くの皆様に楽しんでいただくため
さまざまなイベントを開催します。
　これから初夏に向けて、一面を鮮やかなピンクに彩るミヤマキリシマ、高原に白く輝
く可憐なスズランなど、阿蘇の花々が見ごろを迎えますので、ぜひこの機会にご家族、
お友達等お誘いのうえお越しください。

第 63回仙酔峡つつじ祭り

　仙酔峡には約 5万株のミヤマキリシマが自生し
ており、5月上旬から中旬にかけて一面をピンク
に染めます。
　ところ　仙酔峡
　見頃　5月上旬～中旬
●阿蘇山野草展（野草の展示・即売）
　とき　～ 5月 6日（月）9:00 ～ 17:00
　ところ　阿蘇神社境内�
●阿蘇まるごとみてはいよラリー
　阿蘇地域を周遊するスタンプラリーです。詳細
についてはお問合せください。
　とき　～ 5月 26日（日）
　ところ　阿蘇市内主要施設（阿蘇山上含む）
　問い合わせ　阿蘇市商工会青年部�☎ 32-0200�
●阿蘇市観光 PR イベント
　阿蘇市のイメージキャラクター「あか牛くん」
らによる楽しいイベントを開催します。
　とき　5月 19日（日）13:00 ～ 15:00
　ところ　仙酔峡�
●野点　裏千家流　坂梨社中
　とき　5月 12日（日）10:00 ～ 14:00
　ところ　阿蘇神社楼門�
●わくわく動物ランド
　とき　5月 19日（日）10:00 ～ 15:00
　ところ　門前町商店街イベント広場
　問い合わせ　阿蘇市商工会青年部�☎ 32-0200
●大ビンゴ大会
　とき　5月 19日（日）13:00 ～
　ところ　門前町商店街イベント広場
　問い合わせ　阿蘇市商工会青年部�☎ 32-0200

第 11回阿蘇山上つつじ祭り

　豪華景品が当たるジャンケン大会、楽しいス
テージイベントなどを開催します。
　見頃　5月下旬～ 6月上旬
　とき　5月 26日（日）10:30 ～ 14:30
　ところ　草千里ヶ浜駐車場
　問い合わせ　草千里グリーンパーク☎34-0303

春のバラ祭り
　西日本最大級のバラドームのバラたちが見頃と
なります。また、期間中の土・日・祝はオークショ
ンも開催され、バラ苗などもお手頃な価格で購入
できます。
　見頃　4月下旬～ 6月上旬
　とき　～ 6月 9日（日）
　ところ　はな阿蘇美
　問い合わせ　はな阿蘇美　☎ 23-6262

波野高原すずらん祭り
　中江岩戸神楽保存会による神楽公演を開催。
　とき　5月 19日（日）10時～ 15時
　ところ　波野すずらん自生地
　　　　　（見頃　5月中旬～ 5月下旬）
　問い合わせ　観光まちづくり課　☎ 22-3174

長寿ヶ丘観音つつじ祭り
　見頃　4月下旬～ 5月上旬
　ところ　長寿ヶ丘公園

７月１日まではフォトコンテスト開催中！応募方法は公共施設やコンビニに設置のチラシをご覧ください。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　かんじのいみをちゃんとおぼえたいです。　　（阿蘇西小３年・瀬川真

まひろ
広）
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阿蘇市波野出身の弁護士です！！
弁 護 士　佐 藤   眞 喜 夫 弁 護 士　佐 藤    聖 喜
【東京弁護士会所属・中央大学卒】
佐藤眞喜夫法律事務所
〒102-0085　東京都千代田区六番町六番地一ﾊﾟﾚﾛﾜｲﾔﾙ六番町 705号

【東京弁護士会所属・京都大学卒】
千代田中央法律事務所 所長
〒102-0085　東京都千代田区六番町六番地一ﾊﾟﾚﾛﾜｲﾔﾙ六番町 704号

ＴＥＬ　０３‐３２６５‐４９８１（代）　　　ＦＡＸ　０３‐３２３４‐５９１７

法 律 的 な 御 相 談 を
お 受 け い た し ま す。

《佐藤 眞喜夫宅》 〒861-5512　熊本市北区梶尾町 1107 番 172　 TEL:096-245-5007　 FAX:096-288-1394

民事事件一般をお受けします。執務時間は土・日・祝祭日を除き 9:00 ～ 18:00 迄　急用の方は佐藤眞喜夫自宅へ連絡下さい。
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行事・イベント

スポーツ施設スケジュール
(内容は4月12日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

 開催中 ：阿蘇の花ごよみ（22頁参照）
18日 土：山田小学校運動会
　  〃   ：波野小・中学校合同運動会
19日 日：狂犬病予防注射（～28日火まで）
21日 火：400ｍL献血（スーパーみやはら内牧店）
25日 土：内牧小学校運動会
26日 日：一の宮中学校体育大会
　  〃   ：阿蘇の文学読書会
　　　　（14:00～、くらはら館[西町]）

5月

5月

広
告

阿蘇ポリス
インフォメーション

A S O  P O L I C E  I N F O R M A T I O N

阿蘇警察署
☎２２‐５１１０

登山シーズン到来！～山岳遭難事故の防止～
　気候も良くなり、気軽に登山やハイキングを楽しむ
ことができる時期となりました。
　万全な計画と装備で登山しましょう！

Vol.5

16日 木：阿蘇市グラウンドゴルフ大会

  2日 日：阿蘇高原ソフトボール大会
6月

5月
19日 日：熊本県バスケットボールリーグ
26日 日：仙酔峡つつじ祭バドミントン大会

  2日 日： 火の山大阿蘇歌の祭典
  8日 土： 熊本県中学生バスケットボール優

秀大会（～9、15、16日）

6月
登山届を出しましょう

①ルート上に設置された記帳箱に登山届を入れる
② パソコン・携帯電話で県警ホームページから登山届

受付フォームに入力・送信する
（ホームページ：http://www.police.pref.kumamoto.jp）

▶余裕のある登山計画を立てましょう
▶気象情報を確認しましょう
▶合羽・ライト・防寒具を携行しましょう
▶食料・飲料は十分に用意しましょう
▶コンパスやＧＰＳを準備しましょう
▶携帯電話の予備バッテリーを準備しましょう

（
留
意
事
項
）

  1日 土： 第２３回阿蘇カルデラスーパーマ
ラソン大会

  2日 日：中江岩戸神楽定期公演（中江神楽殿）
　  〃   ：阿蘇マルシェ（農村公園あぴか）
13日 木：400ｍL献血（大阿蘇環境センター未来館）
18日 火：400ｍL献血（東京応化工業㈱）

6月

第２３回阿蘇カルデラスーパーマラソン大会開催！
　6月1日に開催される今回の大会
には、4月中旬時点で過去最大とな
る 1,700 人超のエントリーがあっ
ています。当日は、阿蘇市管内をラ
ンナーが通過しますので沿道でのご
声援をよろしくお願いします。
※参加申し込みは終了しました。

23rd Aso Caldera Super Marathon

《�テーマ：チャレンジ！》　
　漢字で９０点いじょうとる。　　（阿蘇西小４年・島川拓

たくみ
海）
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人 権 作 文家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て

乙
姫
小
学
校　
六
年　
松
岡　
妙よ
し
か花

　
道
徳
の
時
間
に
「
な
こ
ご
て
腹
ん
た

つ
」
と
い
う
読
み
物
を
読
み
ま
し
た
。
主

人
公
の
よ
し
子
さ
ん
は
、
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
が
よ
し
こ
さ
ん
に
対
し
て
や
っ
て
い
る

い
じ
め
に
つ
い
て
、
そ
ん
な
の
お
か
し
い

と
堂
々
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、
ク
ラ
ス

の
中
で
、
い
や
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る

人
を
見
た
り
、
こ
そ
こ
そ
話
や
う
わ
さ
話

を
し
た
り
、
人
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
か
げ

口
を
言
っ
た
り
し
て
い
る
人
を
見
て
も
何

も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
み
ん
な
い
け
な

い
こ
と
と
は
、
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
だ

れ
も
止
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
、
相
手

に
言
っ
て
も
、
言
い
返
さ
れ
そ
う
だ
し
、

言
え
る
自
信
が
な
か
っ
た
か
ら
言
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
読
み
物
を
読

ん
で
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
に
、

お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い
と
言
っ
た
よ

し
子
さ
ん
は
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
直
し

た
い
こ
と
を
話
し
合
う
た
め
に
、
学
級
会

が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
が
、

「
ク
ラ
ス
の
友
達
に
こ
れ
は
や
め
て
ほ
し

い
、
こ
れ
は
、
い
け
な
い
と
思
う
こ
と
を

言
っ
て
あ
げ
よ
う
。
」

と
言
っ
た
時
、
私
は
ド
キ
ッ
と
し
ま
し

た
。
私
は
、
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
け

ど
、
だ
れ
か
先
に
言
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
周
り
の
み
ん
な
は
、
言
い
に
く

そ
う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
だ
れ
も
何

も
言
わ
な
い
時
間
が
続
き
ま
し
た
。
私

人 権 作 文 平成24年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成24年度時点。

は
、
言
わ
な
い
と
始
ま
ら
な
い
し
、
こ
の

ま
ま
じ
ゃ
ク
ラ
ス
が
変
わ
ら
な
い
と
思

い
、
勇
気
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、

「
こ
そ
こ
そ
話
や
か
げ
口
を
言
っ
て
、
ク

ラ
ス
の
雰
囲
気
を
こ
わ
し
て
い
る
人
が
い

る
の
で
、
や
め
て
く
だ
さ
い
。
」

と
言
い
ま
し
た
。　
自
然
と
涙
が
出
て
き

ま
し
た
。
周
り
の
人
は
、
と
て
も
静
か
で

し
た
。
み
ん
な
真
剣
に
聞
い
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
だ
れ
も
し
ゃ
べ
ら
な
い
時
間
が

し
ば
ら
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
と

同
じ
よ
う
に
涙
を
流
し
な
が
ら

「
ぼ
く
は
、
か
げ
口
を
言
っ
て
い
ま
し

た
。
」

と
言
う
人
や
、

「
自
分
も
言
わ
れ
る
の
が
こ
わ
く
て
言
っ

て
い
ま
し
た
。
」

と
言
う
人
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

私
が
気
付
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
人

も
、

「
私
も
、
か
げ
口
を
言
っ
て
い
た
か
ら
、

こ
れ
か
ら
気
を
付
け
た
い
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、
と
て
も
す
っ
き

り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
言
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
先

生
が
、

「
自
分
の
い
け
な
い
部
分
を
認
め
る
こ
と

も
き
つ
い
ん
だ
よ
。
」

と
言
っ
た
の
で
、
私
が
言
っ
た
こ
と
で
、

自
分
の
い
け
な
い
部
分
を
認
め
て
く
れ
た

人
は
、
が
ん
ば
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
思
っ
た
こ
と
を
言
い

合
っ
て
、
仲
が
い
い
ク
ラ
ス
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

　
イ
ヤ
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
大

丈
夫
で
す
。」
と
言
っ
て
、
我
慢
す

る
こ
と
が
多
い
妙
花
さ
ん
。
自
分

が
我
慢
す
れ
ば
い
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
級
会
の
時
は
、
違

い
ま
し
た
。
張
り
つ
め
た
空
気
の

中
、
ク
ラ
ス
を
変
え
る
た
め
に
立

ち
上
が
っ
た
妙
花
さ
ん
は
、
極
度

の
緊
張
の
せ
い
か
少
し
震
え
た
声

で
、
ク
ラ
ス
の
友
達
に
対
し
て
感

じ
て
い
る
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
涙
を
流
し
ま
し
た
。
彼

女
自
身
が
一
つ
成
長
し
た
場
面
で

あ
っ
た
し
、
彼
女
の
思
い
に
応
え

る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

た
ち
の
心
が
動
き
出
し
た
瞬
間
で

あ
っ
た
し
、
学
級
が
変
わ
り
始
め

る
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
妙
花
さ
ん
の
言
葉
に
反

応
し
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
こ

と
が
で
き
た
子
ど
も
の
勇
気
に
も

感
心
し
ま
し
た
。
私
も
、
勇
気
を

出
し
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　あせしてそうじ！！　　（阿蘇西小４年・橋本亮

りょうだい
大）
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あべさんは本市在住で
絵や講演で活躍中。

～大事にしたい懐かしい阿蘇の生活～　No.14 絵・文　あべまりあ
「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性を豊かにする。
（阿蘇の大自然を守るためにも）次代を担う若い人や子どもたちにもぜひ伝えたい！」と、
そう願って、あべさんが描かれた作品たちをお届けします。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　ぶ活をがんばる。　　（阿蘇西小４年・竹石祥

しょうた
太）
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム
～ わ が ま ち 自 慢 の 文 化 遺 産 ～ 　阿蘇世界文化遺産リレーコラム第 8回は、西原村から

「白糸の滝」についてのご紹介です。

■白糸の滝　

第 8 回 担当：西原村

　西原村の滝地区にある白糸の滝は、夏には涼を求めて村内外からたくさんのか
たが訪れる村を代表する名勝です。約 20ｍの高さから流れ落ちるこの滝は、別
名「寄姫 (よりひめ )の滝」とも呼ばれていました。寄姫とは人の名前で、妖し
く悲しい伝説が残されていることも、この滝を神秘的なものにしています。
　近年は周辺が整備され、夜間ライトアップ（期間限定）なども行っています。
また、一般にはあまり知られていませんが、この滝は二段で構成されている滝で、
少し上流に同様規模の滝がもうひとつあります。
　滝の背景には石垣を組んだような石群がありますが、これは柱状節理といって
約１０万年前の阿蘇の噴火による火砕流が、冷えて固まり石になる際に縮んで亀
裂が入ったものです。太古の火山の営みが現代の私たちに神秘的な景観を見せて
くれています。
　古来より自然と人が共存してきた阿蘇。この普遍的な文化遺産をいかに守って
いくかが、ここに暮らす私たちの課題であると思います。 次回は、熊本県からご紹介します！

A
s o
� L

i b r a r y � N
e w
s図書館へ

行こう！ ▶こどもの読書週間記念行事　おはなしアップルのおはなし会
▶移動図書館あそ号の巡回日程

●問い合わせ　阿蘇図書館 ☎３２－００６７　一の宮図書館 ☎２２－２９１６

移動図書館車あそ号の巡回日程

広
告

てぶくろ人形のおはなし「ぐりとぐら」のほか、パネルシアター
やエプロンシアターなど内容もりだくさんのおはなし会です。
ぜひ、ご家族でご来館ください。
●とき　５月１１日土　午後２時から　
●ところ　阿蘇図書館　研修室　●参加　無料

○阿蘇地区�東コース　6 月 11日火
山 田 公 民 館(13：35 ～ 13：50) →下の原公民館(14：00 ～ 14：15) →西役犬原公民館(14：25 ～ 14：40) →
竹 原 公 民 館(14：50 ～ 15：10) →猿渡製材所前(15：20 ～ 15：35) →坊 中 公 民 館(15：40 ～ 16：00) →
佐 伯 商 会 前(16：10 ～ 16：25)

○阿蘇地区�西コース　5 月 14日火・6月 18日火
枳 天 満 宮(14：20 ～ 14：40) →赤 水 駅 前(14：50 ～ 15：10) →宮 本 酒 店 前(15：20 ～ 15：40) →
上の小屋前バス停(15：50 ～ 16：10)

○一の宮地区　　　�　5 月 16日木・6月 20日木
波野保健福祉センター (10：40 ～ 11：10) →坂梨公民館 (13：30 ～ 13：50) →古城公民館 (14：00 ～ 14：20)

おはなしアップルのおはなし会 おはなしアップルのご紹介
阿蘇図書館を活動拠点とするおはな
しボランティアサークルです。
メンバーはおはなしや読み聞
かせのベテランばかり、思
わず大人も聞き入ってし
まいます。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　スポーツのプロになりたい。（阿蘇西小４年・島川海

み お
音）



月日曜
日

のんびり広場 すくすく広場 ぴよぴよ広場
●場　所　波野保育園内
●開放日　�月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

●場　所　�一の宮子育て支援センター
(りんどう保育園横)

●開放日　�月～土曜
●時　間　8:00～17:00(土は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　�阿蘇市子育て支援センター
（三久保）

●開放日　�月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３２‐３８４３
※お知らせ端末同番号

５
月

13 月 親子ふれあい体操（３Ｂ体操指導者：
大塚美和氏）

14 火 散歩へ行こう（中通方面）

15 水 お誕生会・体験試食会「おはなし会」
（おはなしボランティアアップルさん）

16 木 さつまいもの苗植え・神楽苑散策
（汚れても良い服装）

食改さんとの調理実習（9：30一の
宮就業改善センター集合）

いも苗植えピクニック（10：30
波野保育園集合→弁当・水筒持参）

21 火 さつまいもの苗植え 出前講座（阿蘇中央病院�橋山元浩医師）

22 水 ピクニック（10：30いこいの村集合→
弁当・水筒・帽子・敷物持参）

誕生会・計測日（触れあい遊びを
楽しもう）

ピクニック（10：30 いこいの村
集合→弁当・水筒持参）

23 木 砂場で遊ぼう
28 火 誕生会・計測日（宝探しをしよう）
29 水 野菜を植えよう 郷土料理講習会

31 金 英語で遊ぼう（ＡＬＴの先生による
英語での歌遊びなど楽しみましょう）

６
月

4 火 時計作り
5 水 プレゼントカードを作ろう 新聞紙で遊ぼう 計測日・歯科講座・おやつ試食会

6 木 歯科講座（歯科衛生士さんによる講
座：歯ブラシ持参）

10 月 不用品交換会
11 火 楽器遊び

12 水 親子ビクス（10：30 阿蘇市子育
て支援センター集合）

親子ビクス（黒木千代子氏�ベビー
マッサージもあります）
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子 育 て 支 援 セ ン タ ー 情 報
市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。
どのセンターも自由にご利用いただけます。

5月・6月

各所では育児相談を随時受け付けています。電話相談も可能です。（一の宮子育て支援センターは☎ 22-3850 まで）

要予約

要予約

要予約

　昨年の九州北部豪雨による浸水被害で、休館し
ていた阿蘇市子育て支援センターが 4月から再
開しました。

要予約

　お母さま方、地域の皆さまの
温かいご声援ありがとうござい
ました。明るく元気にスタート
しました。親子で楽しく遊んだ
り、みんなででかけたりと様々
な楽しい活動を用意してお
待ちしています。
　どうぞお気軽に遊びにおい
でください。

阿蘇市子育て支援センターが 4月から再開しました！



各 種 健 診 の 日 程

実 施 予 防 接 種 医 療 機 関 一 覧

休 日 在 宅 医

28

お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞
　５月１６日木・６月６日木
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター
　問い合わせ　阿蘇市社会福祉協議会(☎32-1127)

年金出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
　５月１７日金　10：00～15：00　阿蘇市役所
　６月　５日水　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-2503)

もの忘れ相談＜随時受付・無料＞
　問い合わせ　地域包括支援センター（☎32-5122）
　　　　　　　ほけん課（☎22-3145）

こころの相談＜予約制・無料＞
　５月１４日火　13：30～16：00　阿蘇保健所
　予約先　阿蘇保健所(☎32-0535)

４ヶ月児健診
　５月１４日火　対象者　H24.12.16～H25.1.15生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診
　６月　４日火　対象者　H24.10月生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診
　５月２８日火　対象者　H23.9月生まれ
　受付：9:00～9：15　場所:一の宮保健センター

３歳児健診
　５月２１日火　対象者　H21.10月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：一の宮保健センター

　５月１２日
　５月１９日
　５月２６日
　６月　２日
　６月　９日

小野主生医院
阿蘇温泉病院
市原胃腸科外科
一の宮整形外科
松見内科クリニック

３２－００３９
３２－０８８１
３４－１２１１
２２－３９１１
２２－０２６０

※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

もうすぐ１歳児健診
　５月１４日火　対象者　H24.6月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：一の宮保健センター

登記相談（売買・贈与・相続等）＜無料＞
　５月１６日木　10：30～15：00　内牧支所
　問い合わせ　熊本地方法務局(☎096-364-2145)
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熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

医療機関名 電話番号 ヒブ 肺炎
球菌 ＢＣＧ 不活化

ポリオ
三種
混合

四種
混合

麻しん
風しん

日本
脳炎

二種
混合

子宮
頸がん

古閑医院 ☎２２－３０００ ● ● ●
松見内科クリニック ☎２２－０２６０ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
市原胃腸科外科 ☎３４－１２１１ ● ●
脇胃腸科 ☎３２－２５００ ● ●
小野主生医院 ☎３２－００３９ ● ● ● ● ●
問端内科 ☎３２－０１０２ ● ●
家入整形外科 ☎３２－００４８ ● ●
阿蘇温泉病院　 ☎３２－０８８１ ● ● ●
坂梨ハートクリニック ☎２４－６２６２ ● ●
たくもと小児科クリニック ☎３４－２２０２ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
栗林内科医院 ☎２４－１０２４ ● ● ●
阿蘇中央病院　小児科 ☎３４－０３１１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
波野診療所 ☎２４－２２０３ ● ● ●
※予防接種の対象者については、各予防接種に応じて個別通知や本誌紙面等で定期的にご案内します。
※予約制ですので、必ず事前に電話予約をしてください。また、受診の際は母子健康手帳と問診票をご持参ください。

【問い合わせ　一の宮保健センター　☎２２‐５０８８　お知らせ端末５５‐５０８８】

消費生活相談＜無料＞
　５月１５日水　10:00～15:00　内牧支所
　問い合わせ　阿蘇市消費生活センター(☎22-3364)



発
行

／
阿

蘇
市

役
所

　
熊

本
県

阿
蘇

市
一

の
宮

町
宮

地
504番

地
1

TEL0967-22-3111㈹
　

FAX0967-22-4577
編

集
／

総
務

課
秘

書
広

報
係

　
TEL0967-22-3111

印
刷

／
㈱

つ
る

ば
や

し
印

刷

広
 報

平
成

 25 年
 5 月

号

N
o. 100

30広報 あそ
2013.05

阿
蘇

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
          http://w

w
w

.aso.kum
am

oto.jp/
阿

蘇
市

Facebook
ペ

ー
ジ

   http://facebook.com
/asocity

グリーンピースのさやは、中身を取った後筋をとり、
塩ゆでするとおいしく食べられます。

＜食改より一言＞

●ｴﾈﾙｷﾞｰ：256kcal　●たんぱく質：19.5ｇ　●脂 質：13.8ｇ
●ｶﾙｼｳﾑ：47ｍｇ　   ●塩分：1.1ｇ

・・・�このマークの話題は、インターネットで動画（WebTVアソ）をご覧いただけます。
　　　アクセスは【阿蘇市ホームページ→阿蘇インターネット放送局�WebTVアソ】

食 生 活 改 善 推 進 員 協 議 会

地地 産産 地地 ククッッキキンンググ消消

ひき肉とグリーンピースの卵とじ
　　＊＊＊作り方＊＊＊

①�グリーンピースは塩少々を加えた湯で固めにゆで、冷水
にとって冷ます。
②ニンジンはせん切り、シイタケは薄切りにする。
③�サラダ油を熱してひき肉を炒め、そぼろ状になったら②
とちりめんじゃこを加え炒める。
④�Ⓐを加え、煮立ったら水けを切った①を加えて一煮する。
卵を割りほぐして（水溶き片栗粉と混ぜる）流し入れ、
スプーンで大きく混ぜ半熟状に火を通す。
⑤�グリーンアスパラを４ｃｍ位に切って、塩少々を入れて
ゆでる。
⑥器に盛り付け、アスパラを添える。

【ひき肉とグリーンピースの卵とじ】　材料（5 人分）
・鶏胸ひき肉…２００ｇ　・ニンジン…２０ｇ
・グリーンピース…１５０ｇ　・生シイタケ……３枚
・ちりめんじゃこ…３０ｇ　・卵……………４個
・グリーンアスパラ…３本　・サラダ油…大さじ１
Ⓐ
　・だし汁（いりこ・昆布）…………１カップ
　・砂糖………………………大さじ 1と１／２
　・しょう油………………………大さじ１／２
　・酒……………………………………大さじ１
　・塩………………………………小さじ１／２
　・片栗粉………………………………大さじ２
　・水……………………………………大さじ２

佐藤 公
こうすけ

亮さん（１８歳）　行政区：小里
御料理旅館 親和苑 勤務 

〔趣味〕スポーツをすること
〔特技〕ソフトテニス
〔�阿蘇の好きなところ〕大自然に恵まれているところ
〔好きな女性のタイプ〕優しくて気楽に話せる人

Ｑ．仕事の内容　
　　旅館でお客様に料理を提供すること
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること　
　　丁寧に早くこなしていくこと

フレッシュマン

FRESH  MAN

FRESH  MAN

さわやか




